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ｲ尹那 市 民 憲 章
ｒ

ｌ 前　 文
・
‐

ｊ

私たちのふるさとｲ尹那市は、南アルプスと中央アルプスの雄大な

山々に抱かれ、天竜川と三峰川の流れる豊かな自然のもと、人々は

歴史を築
き
、文化の花を咲かせ、産業を育んで

私たちは、 き生Ｆ

しＥｌｔ
ご た 。

がい」「働きがい」があり、暮らしやすく平和て

希望にみらた伊那市を創造するため、こ

ｒ

ｌ 木　 文

-

Ｌ ＿－

・

‐

ｊ

こ市民憲章を定めます。

一、英しい自然を愛し、住みよい環境を守ります。

一、歴史と文化を大切に１

－、人のっながりを大切1

－、心もからだも健やか1

し
、心豊かな人を育みます。

こし、思いやりの輪を広げます。

こ、明るい家庭と職場をきずきます。

一、かけがえのない命と、平和への願いを伝えます。

行
く

川の水はさやけく

このまらに生
き

ｒ

一 後　 文

山なみに

・
‐

ｊ

星美 し き 伊那はまほろば

る喜び　このまちに春る文化を ともに語らん

このまちの平和を願い　人々の夢を託して　輝く未来へ

｡,1●哨 伊 那 市

ｙ　　　　ilNA-CITＹ



伊那市議会記念誌の発刊にあたって

～合併後の伊那市議会の軌跡(あゆみ)～

伊那市議会議長 黒河内 浩

令和の新しい時代がスタートし、また伊那市に

おいては平成18 年の合併から13 年が経過しました。

この時に伊那市議会がこれまで歩んできた歴史を振り

返り、その軌跡を発刊できることを大変うれしく思い

ます。

伊那市議会の軌跡(あゆみ)は、｢議会改革の歴史｣で

あるといっても過言ではありません。では、議会改革

とは何でしょうか。

１つには、議会を『市民に身近な存在』とすることです。

議員は市民の代表者であり、議会はその代表者で構成されています。

その意味で我々議会は常に市民を意識して活動、行動をとらねばなりません。

そのため、議会では市民との意見交換会の実施や、議会・委員会の中継、

また議会だより等を通じて市民の皆様への情報発信に努めています。

２つには、『チーム議会』を構築していくことです。

以前は議員個人の活動に重きが置かれ、尊重されてきました。もちろん

議員個人がそれぞれの考えに基づいて行動することは基本ではあります。

しかし、それだけでは議会全体としての力を発揮することはできません。

議会が一丸となって行動することにより大きな力を発揮することが可能に

なるのです。そのためには、全議員による「議員間討議」を重視し、その

結果を「政策提言」に結びつけてこそ議会の力を発揮し、存在感を市民に

示すことができます。

伊那市議会の軌跡(あゆみ)は、『チーム議会』が『市民の身近な存在』として

歩み続けた議会改革の歴史をまとめ、編集したものです。今回の発刊を機に、

今後も議会の必要性、重要性を市民の皆様に訴え、議会の存在感を今まで

以上に示していきたいと思います。

伊那市の発展、そして市民の皆様のご多幸を祈念して記念誌発刊に当たって

の挨拶とします。

- ２ －
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下　島

黒河内

中　村

共産党の方に一番叱られた とを覚えております。熱心な真面目な議員だった。”二

- ４ －

それを引き継いで中村さんの議長に移っていくわけですけど。

議長になる前にね、私は下島議長の下で総務委員長を担当しました。下島議長が言われた

ように一体感をいかに持っていくかということに私も気配りをしなければと思いました。

６月の定例会をどう乗り切ろうかと思っていた矢先に、伊那市の歌を旧伊那市の歌に

初代議長　下島 省吾氏

田　 畑

下　 島

黒河内

畑
　
島

田
　
下

黒河内　 今年で平成も終わるということで、18 年に合併してからここまでの間、伊那市議会が

黒河内

◆　 歴 代 議 長 座 談

二代議長　中村 威夫 氏 三･四･五代議長　伊藤 泰雄 氏

－

１

凸

ふ ４1 ◆

現議長　黒河内 浩氏

皆さんこんにちは。本日は第４回の記念誌作成委員会に併せ、平成１８年３月に旧

伊那市、高遠町、長谷村が合併してから今日に至るまでの歴代議長の皆さんにお集まり

いただきました。お忙しい中、ご対応いただき誠にありがとうございます。合併以降、

その時々の伊那市の出来事や議会改革等、ご沁労された生情報をお聞かせ願いたいと

思っています。本日は昨年４月に新たに市議会議員になった８名全員が同席させていた

だき、過去の様々な取り組みについて勉強したいと思っていますので併せてよろしく

お願いいたします。それでは黒河内議長よりごあいさつをお願いし、対談に入らせて

いただきますのでお願いいたします。

今年で平成も終わるということで、18 年に合併してからここまでの間、伊那市議会が

一歩一歩進歩してきた過程、苫労してきた過程、問題点にぶつかってどうやって対応

してきたかを初当選議員たちにも分かってもらいたい、そういう意味で記念誌を作るに

当たって、３議長に関わっていただきながら今後の伊那市議会のさらに将来の進むべき

道を我々現職の議員が議論していきたいと思っています。よろしくお願いいたします。

では甲､速ですが合併時の議長でありました下島省吾さんからお願いいたします。

胚成１８年合併時の議長をやりました下島省吾です。合併前の２年間、議員数を決める

委員長をやりました。人口からいくと長谷が１人、高遠が２人、伊那が２２人という

中で、最終的には委員長の私が決断し、当初の議員数になったわけです。私か伊那市の

初代議長になった時に一番先にやるべきと考えたことは、地域のエゴにとらわれず

一体感のある議会運営をしようということです。それが１つ一番大きな仕事。それから

もう１つは議場に伊那市の旗と口の丸を掲げようと提案したことです。

今、下島さんから話があった、人口比でいくと|日伊那市が22 人、高遠が２人､長谷が

１人の議員定数の配分になるという中で、そうではない結果になった。一番＆労され

たのではないかと思いますが、その苦労のところで少し突っ込んだ話があれば。

伊那巾がね、24 人だったのを18 人に減らすということでね。伊那巾の議会をまとめる

のに非常に人変だった。それでも長谷や高遠のことを思って、住民代表の方々の意見も

あり、委員長の決断で３人と５人に決めたわけです。大変だったね。夜も長谷や高遠に

行って、長谷の議員の代表、高遠の議員の代表と何回話し合いをしたか分からない。

高遠・長谷も減らすなという意見が強かったけど、旧伊那市も24 人を18 人に減らす

のは、そんなに減らさないとならないのかという意見はかなり強くて、議会の中でも

色々な意見がありましたよね。



するようにという陳情が出され、もう一つ、風力発電建設に反対するものが出された。

伊那市の歌について議長と相談し、６月議会で結論が出る問題ではないから継続審査

とし、最終的には９月議会で趣旨採択になった。

黒河内　大きくもめたのが風力発電の問題で、議会内でも市民の間でも大きな議論になり、その

時に委員長という立場で苦労されたので、そのあたりの話も。

中　村　６月議会では結論が出ないから継続審査ということで進め、９月議会に審議をしたわけ

です。鹿嶺高原の尾根に作ることがいいのかと。総務委貝会で協議し、岩手県の釜石市

へ視察に行き、色々と検討した結果、１２月の総務委員会で風力発電は中止すべきで

あるという結論が出たが、最終日の本会議場では委員長報告が否決された。私は議長と

相談して市長に、当｢｣午後に全員協議会を開き、市長として。伊那市としての結論をきちん

と出すように話をした。それで全員協議会で巾長は反対だという表明をして。その時には

色々罵声があったりもしましたけどね。もしあそこにあの大きな風車が立っていたら

伊那市の景観はどうなっていたか、下島議長の協力を得てやって良かったなと、そんな

思いを持ちました。

黒河内　平成18 年からの中で･･番議論が大きくなってもめた事案かなと思います。委員会での

採決が本会議でひっくり返り、さらに市長の判断でやめますということで収束したと

いうものですね。それともう一つは定数をさらに減らさなくてはいけないという問題で、

下島議長の時に特別委員会の委員長が中村さん。定数については合併協議の中で次は

減らすということが決まっていて、幾つに減らすかということが議論になり賛否両論

あった。

下　島　これも大変なことだった。

中　村　平成１８年６月定例会の中で設置され、特別委員会を９回、市内での説明会を１２回

行い、さらに行政視察もして２１人という数字を出したわけです。本当に定数問題は

大変な問題でした。

黒河内　あの時に26 人、23 人、21人と３つの意見が出て。その中で21 人におさまったんです

けど、最終的にはほぼ全員が21 人で賛成して、反対したのは共産党だけだったのでは

ないかな。

伊　藤　あの時ね、23 人という声も多かったんだよ。ところがその少し前に飯田市が23 人で

決まったわけ。 10万都市の飯田市が２３人で伊那市が同じというわけにはいかない

だろうと、21 人でしょうがないという流れがあった。

黒河内　そうですね。共産党を除いて皆21 人で賛成した。

中　村　その時はね､ 駒ヶ根市が26 人に対して15 人、それから諏訪市が30 人で23 人､ 飯田市も

23人になったから伊那市が21 人にしょうということですけど、20％も削減して民意を

代弁できるかなという反省はありました。

黒河内　色々な思いがありますけど、あの時は２６人から２１人までょく減らしたというのが

大方の市民の意見だったように思いますけど。

中　村　個人的にも手紙をいただいてね、よくがんばったと言われましたけどね。

黒河内　ここまでが合併後落ち着くまでの取り組みになるわけですけど、その後、中村さんが

議長の時に大きな問題となったことがあればそこを。

中　村　私が議長になるについてはj｀l面式一問･ 答方式を導入しょうと議場で公約したわけです。

黒河内　そうですね、中村さんが議長の時にｰ 問 一答を取り入れて、今はほとんどの議員が

一問一答でしている。

- ５ －
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